	ばね製造業


ばねの生産は、平成20年夏以降、大きく落ち込んでいる。受注先の業種によって受注は改善しつつあるが、19年の水準までは戻らないと考えられている。少ない需要を獲得するために、自社の製品の特長を強化し、新規受注先を獲得することが求められる。
製品の概要と業界の特徴
ばねとは、金属、ゴム、プラスチック等の材料が持っている弾性を、有効に利用できる形に作られたもので、力を受けて変形した後、その力が除かれた時に元の形に戻るような性質を有する機械要素を総称するものである。

ばねは、その形状から、コイルばね（つる巻き状に巻いたばね）、板ばね、トーションバー（ねじりを利用する棒状のばね）、線ばねなどに分類される。
ばねは、いくつかの機能を有することから、その用途は多様である。そのため規格品は少なく、大部分は受注先の仕様に基づいて生産されている。
今回取り上げる金属ばねは、製造方法から熱間成形ばねと冷間成形ばねに分類される。熱間成形ばねは、素材を高温に加熱し赤熱された状態で成形されたばねであり、大型のばねに利用される。工程に大型設備を必要とすることから、比較的大規模な企業によって製造され、製品のほとんどが自動車向けである。一方、冷間成形ばねは、素材を常温で成形するばねであり、小型のばねのほとんどはこの方法で成形される。主として中小規模の企業によって製造され、電気・電子機器をはじめ幅広い分野で利用されている。

　大阪の特徴
　平成19年における大阪府のばね製造業（金属製スプリング製造業）は、事業所数103、従業者数1,422人、製造品出荷額等186億9900万円である（大阪府統計課『平成19年大阪の工業』、従業者４人以上の事業所）。全国に占めるシェアはそれぞれ15.3％（全国第２位）、6.6％（同第３位）、3.8％（同第８位）であり（経済産業省『平成19年工業統計表（産業細分類別統計表）』）、大阪府では、小規模な事業所が多いことが特徴である。

　大阪府内事業所の需要先では家電製品向けが多いが、産業機械向け、自動車向けなど幅広く納入している。
生産は大きく減少
全国のばねの生産は、14年から19年までは重量、金額ともに前年を上回っていた。20年８月から前年同月を下回るようになり、９月の金融危機をきっかけとした世界的な景気後退の影響を受けて11月からは２割以上の減少となり、20年計でも前年を下回った。21年に入っても前年同月を５割前後下回る状況が続き、６月から８月は重量で約４割減、金額で約３割減となっている（後掲表参照）。
大阪府内の中小企業へのヒアリングでも、受注先の生産調整により20年夏から受注が減少し始め、20年年末から21年2月にかけて前年同期の5割から3割減と大きく減少し、21年夏には2割から3割減となった。
生産状況は、受注先の業種によって異なる。家電製品向けのばねの生産は20年夏ごろから減少に転じ、21年２月頃を底に回復しつつある。
自動車向けは21年１月にはピ－ク時の９割減にまで落ち込んだ企業もみられる。その後は回復に向かったものの、受注先により差があり、21年夏で１割減まで回復した企業もあるが、４割減程度にしか戻っていない企業もある。
産業機械向けのばねは20年11月に減少に転じ、21年８月現在も回復がみられない。工作機械向けは各種製造業の業績の悪化から設備投資を見送る事業者が多く、工作機械の需要の落ち込みが続いていることから、先が見えないとのことであった。

建設関連機械向けについては、国内では19年６月の改正建築基準法の施行に関連した建築着工の遅れから、建設関連機械の需要の減少が続いていた。その上に21年９月からの世界的な景気後退により海外でも建設関連機械の需要が落ち込んだことから、減少が続くと見込まれている。

発電所向けは、長期的、計画的に設備投資を行なうため、急激な落ち込みはみられない。今後も電力会社では設備更新が予定されているため、安定した受注が見込まれる。
生産が増加している部門は、ガスコンロの安全装置や燃料電池向け部品である。安全対策への需要は安定しており、温室効果ガス対策など環境対応製品向けは好調との話であった。
収益は悪化
生産の急激な減少を受けて、収益は大きく悪化し、赤字に転落したとする企業も多い。そのため、政府の緊急保証制度等による融資を利用している企業が多い。
ここ数年来の鋼材価格の上昇は、ここにきて落ち着いてきている。しかし、値上がり分を製品価格に転嫁できた企業と、転嫁できなかった企業があり、格差がみられる。鋼材価格は、最近低下もみられるが、水準自体は高く、製品価格を引き下げる状況ではない。
設備投資については、設備の更新を検討したものの、収益の悪化から21年度は見送るとする企業が多い。

休業日の設定等
生産の減少に応じた事業活動の縮小のため、雇用調整助成金等を利用しながら休業日を増やしている企業が多い。休業日として事業所全体で休業する企業もあれば、従業員の休日を交替で設定することで対応している企業もみられた。
また、休業日の増加など生産に従事する時間が減少したため、従業員の教育訓練を実施し、技能向上などに取り組む企業が多い。

中小規模の企業では定期採用を行なっている企業は少ない。その上、21年３月末は退職者の不補充などで、従業員数を減少させたとする企業がみられた。

ただ、技能継承もかねて、定年後の再雇用を実施している企業が多く、従業員の高齢化が進んでいる。そのため、現状では新規採用ができないが、近い将来に若手を採用し技能を継承したいとする企業もみられた。
海外取引
家電製品の汎用品の生産は海外移転が進んでいる。このため、ばねの需要も海外において高まっている。ばねの受注先は国内の企業でも、受注先が輸出して海外で家電製品に組み込む例も多い。中国製に代表される海外製ばねの品質が向上してきており、製造コストの面では中国などが勝ることから、今後海外での需要が奪われると危機感を持つ企業が多い。一方、国内で生産が続いている家電製品は高級家電製品が多く、生産数量が少ないことから、国内向けのばね需要獲得の競争も厳しい。
中国に子会社工場を設置している企業は、世界的な景気後退により、日本向けの生産は激減したが、現地企業向けの生産はそれほど落ち込んでいないとのことであった。

自動車のカスタマイズ用スプリング（乗り心地を向上させるなどの目的で、標準装備品と交換するためのコイルばね）を製造している企業では、国内では若者の車離れが進み需要が減少していることから、数年前から海外へスプリングを輸出している。海外では日本より大人数で乗車する場合が多いことから、スプリングの交換を提案することで、需要を開拓している。世界的な景気後退の影響は受けたが、輸出相手国によっては改善し始めているとのことであった。
受注獲得の取組
受注が減少していることから、特長のないばねでは価格競争に陥りやすい。今まで受注していた製品が価格競争の結果受注できなくなるケースや、試作品を受注しても量産に結びつかないケースがみられるようになってきた。

このため、各企業とも、自社製品の強みを強化し、顧客に提案することで受注を獲得しようとしている。
顧客からの引き合いを待つのではなく、従来のばねを改良し、顧客と共同で新しい部品を作り上げていくことによって新規受注に成功した企業もみられる。

また、ばね加工の技術を活かし、線材加工などを手がける企業が増加している。板金加工で製作していた部品を線材加工で製作することで、少ない材料で機能の高い部品を作ることになり、省資源、コストダウンが図れるとして、受注を獲得する企業もみられる。

さらに、ばね単体ではなく周辺の部品と一体化して生産する企業もみられる。これによって部品の小型化、最終製品の小型化につながっている。この企業はさらなる小型化の研究を続けている。
さらに、インターネットで見積もりを受ける企業や、産学連携の場に参加する企業など、新しい顧客との接点を増やす動きがみられる。
また、職人の経験や勘に頼りがちだった製造工程の細部を詳細にデータ化して記録することで、ロットによるばらつきを無くすとともに、再注文にも対応しやすくしている企業もみられる。
今後の見通し
ばねは、受注先の海外進出や、最終製品に使用する部品点数の減少により、需要が減少している。世界的な景気後退による受注減からは回復しつつあるが、ばねの需要は19年と同じ水準までは戻らないと考えられている。
少ない需要を獲得するために、提案型の製品をさらに強化するとともに、環境分野や福祉分野など、新たな取引先の獲得を目指す企業も多い。

（瀬川　博美）
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重量（t） 金額（百万円）

前年(同月)

比(％)

前年(同月)

比(％)

平成18年 544,702 4.5 361,331 6.0

　　19年 565,239 3.8 375,389 3.9

　　20年 547,282 -3.2 367,262 -2.2

　　　　20年７月 51,518 8.7 34,526 13.3

　　　　８月 39,588 -9.4 27,405 -7.3

　　　　９月 47,549 -2.1 32,506 1.9

　　　　10月 47,573 -8.7 32,559 -6.5

　　　　11月 39,054 -24.7 27,379 -21.0

　　　　12月 31,380 -34.8 22,458 -30.8

21年１月 23,887 -49.1 16,990 -45.9

　　　　２月 20,281 -60.2 14,748 -55.6

　　　　３月 21,926 -57.9 16,349 -50.9

　　　　４月 21,631 -53.1 17,183 -43.0

　　　　５月 23,094 -50.0 17,973 -40.2

　　　　６月 28,559 -41.9 22,133 -31.7

　　　　７月 31,425 -39.0 24,125 -30.1

　　　　８月 26,154 -33.9 20,492 -25.2

資料：経済産業省『鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計』

（注）常用従業者30人以上の事業所。
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